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を減らすためにを減らすために
継
続
は

私たちが生活する上で必ず発生する
「ゴミ」。自動販売機や使い捨て容器の
普及などにより、私たちの暮らしはま
すます便利で手軽なものになりました。
しかし反面、たばこの吸い殻や空き
缶、食品の包装などが、道路や海岸な
どに捨てられているのをよく見かけま
す。
ゴミを減らすことは、皆さん一人ひ
とりの心がけです。また、ゴミの排出
を抑制し、資源を再利用する循環型社
会の形成には、住民や自治会、行政が
一体となって進めることが重要です。
そして、まちや道路をきれいにする
ことは、観光客の集客にもつながりま
す。ゴミの少ないきれいなまちづくり
に、ご協力お願いします。

▼

〜
地
域
で
取
り
組
む
ゴ
ミ
の
減
量
化
〜

な
り
な
り

き
れ
い

き
れ
い
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ミゴ

海
岸
の
ゴ
ミ
拾
い
活
動
（
お
ん

じ
ゅ
く
海
岸
ゴ
ミ
ゼ
ロ
作
戦
）
が

５
月
27
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ゴ
ミ
ゼ
ロ
作
戦
事
務
局
の
呼
び
か

け
に
約
70
名
が
参
加
し
、
晴
天
の

な
か
、
砂
浜
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。

地
元
の
方
や
訪
れ
て
い
た
サ
ー

フ
ァ
ー
な
ど
も
参
加
し
、
空
き
缶

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
タ
バ
コ
の

吸
殻
な
ど
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
の
ゴ

ミ
が
収
集
で
き
ま
し
た
。
参
加
し

た
方
か
ら
は
、「
機
会
が
あ
れ
ば
、

ま
た
参
加
し
ま
す
」
と
大
変
心
強

い
声
を
い
た
だ
き
、
継
続
し
た
取

り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

御
宿
を
訪
れ
る
多
く
の
人
た
ち

が
、
素
晴
ら
し
い
想
い
出
を
つ
く

る
た
め
に
も
、
ゴ
ミ
の
少
な
い
き

れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
は
不
可
欠
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
今

後
も
地
域
や
利
用
者
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
、
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▲ゴミゼロ作戦事務局 林さんの作戦で参加者はゴミ拾いを実施

ゴ
ミ
ゼ
ロ
作
戦
で

ゴ
ミ
ゼ
ロ
作
戦
で

海
岸
清
掃

海
岸
清
掃

▲
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
で
、

海
岸
を
き
れ
い
に
し
ま
し
た

特  集  きれいなまちづくり
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1972 年に開かれた国連人間環境会議を記念し、
同会議の開催日である6月 5日を、環境基本法
で「環境の日」と定めています。事業者や国民
の間に広く環境の保全についての関心と理解を
深め、積極的に環境保全活動を行う意欲を高め
ることが、その趣旨です。また、環境省では、6
月の 1ヶ月間を環境月間と位置づけ、全国的に
環境に対する取り組みを実施しています。

ゴ
ミ
の
減
量
化
や
分
別
の
徹
底

は
、
大
量
消
費
時
代
の
現
在
、
重

要
な
課
題
で
す
。
こ
の
課
題
は
行

政
だ
け
で
は
解
決
が
で
き
な
い
地

域
全
体
の
問
題
で
あ
り
、
ゴ
ミ
を

分
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す

る
こ
と
が
ゴ
ミ
の
減
量
化
へ
つ
な
が

り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
の
職

員
は
、
ゴ
ミ
処
理
に
対
す
る
知
識

と
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
で
の
ゴ
ミ
分
別
・
収

集
研
修
を
２
年
前
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
の
研
修
に
お
い
て
、
普
段
の

職
場
で
は
な
か
な
か
気
が
付
か
な

い
、
ゴ
ミ
処
理
現
場
で
の
大
変
さ
、

分
別
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
職
場

や
家
庭
、
地
域
で
減
量
化
を
実
践

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

▲

職
員
も
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
ゴ
ミ
の
分
別
・
収
集

を
研
修
し
ま
し
た

職員もゴミ分別・収集を研修職員もゴミ分別・収集を研修

町
で
は
、
一
般
家
庭
で
不
用
と

な
っ
た
使
用
可
能
な
品
物
の
情
報

を
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
情
報

を
提
供
す
る
再
利
用
品
情
報
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、「
ゴ
ミ
を
減
ら
す
」

か
ら
「
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
」
仕
組
み

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
取

り
扱
い
品
目
は
、
家
庭
用
電
化
製

品
、
家
具
類
、
楽
器
類
、
ス
ポ
ー
ツ

用
品
、
ベ
ビ
ー
用
品
等
の
一
般
家
庭

用
品
で
無
償
の
品
物
で
す
。

ま
た
、
野
菜
く
ず
や
残
飯
な
ど

の
生
ゴ
ミ
を
、
堆
肥
に
変
え
て
活

用
す
る
コ
ン
ポ
ス
ト
や
生
ゴ
ミ
処
理

機
の
購
入
補
助
を
実
施
す
る
な
ど
、

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
是
非
、
こ
の
よ
う

な
制
度
を
利
用
し
て
、「
ゴ
ミ
を
出

さ
な
い
」
工
夫
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。

「ゆずってください」「ゆずってください」
申込み申込み

「ゆずってください」
申込み

交渉交渉交渉

「ゆずります」「ゆずります」
登録登録

「ゆずります」
登録

再利用品情報コーナーをご活用ください再利用品情報コーナーをご活用ください

町
で
は
ゴ
ミ
の
処
分
の
た
め
、
年
間
９
，
０
０
０
万

円
程
度
の
処
理
経
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
費
用

は
、
利
用
者
の
手
数
料
や
皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
に
よ
っ

て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
昨
年
度
は
、
年
間

４
，
２
５
２
ト
ン
の
ゴ
ミ
を
処
理
し
ま
し
た
。
こ
の
ゴ

ミ
の
中
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
資
源
ゴ
ミ
が
多
く

含
ま
れ
て
お
り
、
各
家
庭
で
ゴ
ミ
の
分
別
を
徹
底
す
る

こ
と
で
、
ゴ
ミ
を
減
量
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ビ
ン
や
カ
ン
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
、
適
切
に
分
別
す
る
こ
と
で
、
資
源

ゴ
ミ
と
し
て
再
利
用
が
可
能
で
す
。
こ
の
資
源
ゴ
ミ
は
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
一
旦
処
理
さ
れ
、
再
生
業
者
に
引
き

取
ら
れ
た
も
の
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
と
し
て
、
空
き
缶

１
本
に
つ
き
、
ス
チ
ー
ル
缶
で
１
．
３
円
、
ア
ル
ミ
缶

で
０
．
９
円
程
度
の
収
入
と
な
る
有
価
物
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
昨
年
度
は
、
約
６
０
０
万
円
の
リ
サ
イ
ク
ル

料
収
入
が
あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
還
元
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
ゴ
ミ
の
分
別
を
徹
底
す

る
こ
と
が
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
な
り
、
行
政
経
費
の
削

減
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
増
加
と
な
り
ま
す
。
各
家

庭
で
の
取
り
組
み
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
へ
大
き

く
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
更
な
る
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▲資源ゴミ収集の拠点として町内
23箇所に設置されています

▲まだ使える電化製品は再利用品情報コー
ナーへ登録を

環境の日
環境月間です

資源ゴミは分別し資源ゴミは分別し
リサイクルリサイクル
ステーションへステーションへ
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映
画
、
テ
レ
ビ
、
Ｃ
Ｍ
な
ど
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
を
誘
致
し
、
地
域

で
の
映
像
製
作
を
支
援
す
る
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

関
東
で
も
有
数
の
白
い
砂
の
海
岸

で
あ
る
御
宿
は
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
の

ロ
ケ
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

に
よ
り
経
済
効
果
も
期
待

に
よ
り
経
済
効
果
も
期
待

昨
年
も
約
20
件
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ど
れ
も
短
期
の
撮
影
で
し
た

が
、
映
画
な
ど
の
撮
影
場
所
と
な
る

と
、
関
係
者
の
長
期
滞
在
や
、
映
像

を
通
じ
て
御
宿
の
魅
力
を
情
報
発
信

す
る
こ
と
で
観
光
客
の
誘
致
へ
も
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
、
大
き
な
経
済

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

町
全
体
が
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な

町
と
な
る
こ
と
が
撮
影
の
誘
致
活
動

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▲月の沙漠通りも多くの撮影に利用されています

区　分 種　　類 注意事項

可 燃 物

草・枝・竹 （板くず、細かい木の
枝、草等)

なるべく乾燥させ
る

ちゅう芥類 （料理ごみ、食べ残し
たもの等） 水分を切る

ゴ ム ・
皮 革 類 （ゴムひも、くつ等）

紙 く ず・
布 く ず

（ちり紙、キッチンペー
パー、ぞうきん等）

カン鉄類

ス チ ー
ル カ ン

（飲料水や缶詰等の
スチールカン） 水ですすいで中

を空にするアルミカン （飲料水や缶詰等の
アルミカン）

そ の 他
鉄 類

（なべ、やかん、針金
等） 異物は取り除く

ビ ン
ガラス類

無 色ビン （無色透明のビン、ガ
ラス類）

水ですすいで
中を空にする
（フタを取る）

茶 色ビン （茶色のビン、ガラス
類）

その他ビン （無色透明、茶色以外
のビン、ガラス類）

せ ともの (茶わん、さら等）

樹 脂 類

ペ ッ ト
ボ ト ル

（清涼飲料、しょうゆ、
酒類等の容器）

水ですすいで中
を空にする

発 泡 ス
チ ロ ー ル （食品白色トレイ等） かるく水洗いし、

乾燥させる
そ の 他
プラスチック類

（マヨネーズ・ソース
の容器、たる、おけ等）

水ですすいで中
を空にする

古 紙
布 類

新 聞 (新聞紙、チラシ等） たたんでヒモで束
ねるダンボール （表面にワックス加工

のないもの）

雑 誌 （週刊誌、コミック雑
誌、辞書等） ヒモで束ねる

牛乳パック (内側にアルミニウムを
使用していないもの）

水ですすいでから開
いて乾燥させ束ねる

そ の 他
紙 類 （菓子類、包装紙等） たたんでヒモで束

ねる布 類 （古着等）

家 電
４ 品 目

テレビ　　 《家電リサイクル
法に基づく処理》
町・電気店どちら
に処理を依頼す
る場合も「リサイ
クル料金＋運搬
料」がかかります

冷蔵庫・冷凍庫

洗濯機

エアコン

パソコン
《資源有効利用促進法に基づく処理》
機器メーカーに直接依頼（プリンターは対象外→粗大
ごみ扱い）

粗 大
ご み

上記以外の家電製品、自転車、机、タンス等
（可燃性と不燃性に分別する）

町 で 取 り
扱 っ て い
な い も の

自動車、オートバイ、バッテリー、農機具、コンクリート、
消火器、劇薬、ガスボンベ、その他事業活動によって生
じたもの

６月５日は
６月は

特  集  きれいなまちづくりゴミの分け方・出し方
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　新たな取り組みに向け
846万6千円を追加　

平成19年度一般会計

6月補正予算

平
成
19
年
度
６
月
の
補
正
予
算
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
８
４
６
万
６
千
円

を
追
加
し
、
総
額
で
27
億
５
，
６
４
６

万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
補
正
の
内
容
で
す
が
、
御
宿
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
及
び
御
宿
台
公
園

テ
ニ
ス
場
の
管
理
を
民
間
事
業
者
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
広
く
活
用
す
る
指
定
管
理
者

に
移
行
す
る
ほ
か
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
号
漂
着
４
０
０
周
年
記
念
事
業
の

一
部
と
し
て
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
、

メ
キ
シ
コ
料
理
教
室
を
実
施
す
る
も
の

で
す
。

更
に
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
の
開
設

時
期
の
見
直
し
に
よ
る
運
営
経
費
や
緊

急
な
補
修
が
必
要
な
町
道
及
び
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
費
用
な
ど
を
追
加

し
て
い
ま
す
。

定定
決決
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住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
政

コ
ス
ト
の
削
減
へ
向
け
、
御
宿

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
及
び
御

宿
台
公
園
テ
ニ
ス
場
の
管
理
に
指

定
管
理
者
制
度
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
歳
入
予

算
と
し
て
見
込
ん
で
い
た
施
設
使

用
料
な
ど
３
４
３
万
３
千
円
を
減

額
し
ま
し
た
が
、
管
理
運
営
な
ど

に
係
る
歳
出
予
算
も
３
７
０
万
６

千
円
減
額
し
、
支
出
経
費
の
抑
制

を
行
い
ま
し
た
。

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め

に
も
、
民
間
事
業
者
の
能
力
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
幅
広
く
活
用
す
る
こ
と

は
非
常
に
効
果
的
で
す
。

平
成
15
年
９
月
に
地
方
自
治
法

が
改
正
さ
れ
、
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
、
民
間
事
業
者
が
公
の
施

設
の
管
理
を
代
行
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
指
定
管
理
者
制

度
を
活
用
し
、
平
成
18
年
９
月
か

ら
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理

を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
移
行
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
６
月
１
日
か

ら
、
新
た
に
、
御
宿
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
ガ
ー
デ
ン
と
御
宿
台
公
園
テ
ニ

ス
場
の
管
理
運
営
を
指
定
管
理
者

へ
移
行
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
に
は
、
近
隣
で

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
運
営
を
し
て

お
り
、
屋
外
施
設
の
管
理
実
績
が

あ
る
宝
ゴ
ル
フ
大
原
を
選
定
し
て

い
ま
す
。

今
ま
で
月
曜
日
が
定
休
日
だ
っ

た
御
宿
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

も
１
月
１
日
と
12
月
31
日
の
両
日

以
外
は
年
間
を
通
し
て
営
業
を
行

う
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

民
間
の
活
力
が
加
わ
り
、
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
た
御
宿
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
ガ
ー
デ
ン
や
御
宿
台
公
園
テ

ニ
ス
場
に
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
施
設
管
理
を
効
率
化

御宿パークゴルフガーデン

御宿台公園テニス場

《利用期間》
1月 2日～ 12月 30日

（1/1、12/31は休業日）

《利用時間》
午前 8時～日没（季節により、午後5時～7時）
まで

《利用料金》
○御宿台公園テニス場

○御宿パークゴルフガーデン

《受　付》
御宿パークゴルフガーデン

（御宿台公園テニス場もこちらです）

《問い合わせ》
御宿パークゴルフガーデン　☎ 68－ 4148
　　宝ゴルフ大原　☎ 62－ 3441
　　御宿町公民館　☎ 68－ 2947

利用単位利用単位 利用料利用料
1面 1時間当たり 1,000円

利用区分利用区分 1日1日 1回1回
大人 700円 500 円

小中高生 400円 300 円
貸しボール 100円

利用区分利用区分 パスポートパスポート
御宿のみ御宿のみ

パスポートパスポート
宝ゴルフ共通宝ゴルフ共通

大人 5,000円 7,000 円
小中高生 2,000円 ―
※パスポートは 1ヶ月間有効な利用券です
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サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号

サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号

漂
着
４
０
０
周
年
記
念
文
化
交
流
事
業

漂
着
４
０
０
周
年
記
念
文
化
交
流
事
業

ス
ペ
イ
ン
領
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
総
督

で
あ
っ
た
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
一
行
が
乗

る
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
が
、
メ
キ

シ
コ
へ
の
航
海
中
、
岩
和
田
・
田
尻
海

岸
沖
で
座
礁
し
、
村
民
が
総
出
の
救
助

を
行
っ
た
と
伝
わ
る
慶
長
14
年
（
１
６

０
９
年
）
か
ら
、
再
来
年
で
４
０
０
周

年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
史
実
に
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
・
メ
キ

シ
コ
と
の
国
交
、
親
睦
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
「
日
西
墨
三
国
交
通
発
祥
記
念
之

碑
（
メ
キ
シ
コ
記
念
塔
）」
が
昭
和
３

年
（
１
９
２
８
年
）
に
建
立
さ
れ
て
か

ら
来
年
で
80
周
年
を
迎
え
ま
す
。

本
年
は
こ
の
前
年
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
記
念
文
化
交
流
事
業
と
し
て
、
バ

イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
や
メ
キ
シ
コ
料

理
教
室
を
計
画
し
、
１
２
０
万
円
を
追

加
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
で
は
、
メ
キ
シ
コ
在
住
で

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
黒
沼
ユ
リ
子
女
史
を
迎
え
、
メ
キ
シ

コ
の
文
化
や
生
活
の
様
子
な
ど
に
つ
い

て
、
参
加
者
と
対
話
形
式
で
講
演
を
い

た
だ
く
ほ
か
、
日
常
的
な
メ
キ
シ
コ
料

理
の
実
演
や
本
業
で
あ
る
バ
イ
オ
リ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
を
通
じ
て
、
参
加
者
が
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
国
際
文
化
交

流
を
行
い
ま
す
。

今
後
は
、「
メ
キ
シ
コ
記
念
塔
建
立

80
周
年
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
漂

着
４
０
０
周
年
記
念
事
業
」
企
画
実
行

委
員
会
を
設
立
し
、
本
年
度
か
ら
平
成

21
年
度
ま
で
の
３
ヵ
年
に
わ
た
り
記
念

事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
だ
け
で
は
な
い
、
様
々
な
方
の

意
見
を
反
映
し
た
、
地
域
ぐ
る
み
の
記

念
事
業
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▲

サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
が
漂
着
し
た
田
尻
海
岸

▲日西墨三国交通発祥記念之碑
《メキシコ記念塔》

6月補正予算



　御宿中学校　御宿中学校
グラウンド整備　グラウンド整備　

9

ONJUKU 2007. 6

御
宿
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー

御
宿
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
の
ク
の

開
設
時
期
を
見
直
し

開
設
時
期
を
見
直
し

御
宿
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
に
つ

い
て
、
当
初
７
月
20
日
（
金
）
か

ら
の
38
日
間
の
営
業
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
６
日
間
繰
り
上
げ
、

７
月
14
日
（
土
）
か
ら
開
設
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
入
場
料
や

売
店
売
り
上
げ
な
ど
の
歳
入
予
算

と
監
視
委
託
料
や
光
熱
水
費
な
ど

の
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
50
万
円

追
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
ま
で
の
実
績
か

ら
、
施
設
運
営
の
効
率
性
の
検
討

や
、
雇
用
者
確
保
が
不
透
明
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
暫
定
的
に
開
設
日

を
遅
ら
せ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
更
な
る
開
設
時
期
の

見
直
し
に
よ
り
、
少
し
で
も
利
用

者
の
サ
ー
ビ
ス
推
進
と
な
る
よ
う
、

６
日
間
繰
り
上
げ
、
海
の
日
（
７

月
16
日
）
の
連
休
が
重
な
る
７
月

14
日
か
ら
開
設
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

夏
の
晴
天
が
続
く
事
を
願
い
、

昨
年
以
上
の
入
場
者
で
毎
日
活
気

の
あ
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
を
期

待
し
、
現
在
準
備
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

▲ 7月 14日（土）から営業します

▲

生
活
基
盤
の
安
定
に
向
け
て

布施小学校脇の町道 4003 号線と新久井土地改良区
接道の町道 4120 号線の改良に 343 万 1 千円を追加し
ました。
通学路として利用されている 4003 号線は、布施小
学校脇の用水路について、道路を渡している構造物
が、現在、老朽化により、陥没の危険が高い状態です。
このため、老朽化部分を改修し、安全の確保をする
ものです。
また、4120 号線は、新久井土地改良区入口の小山
橋について、欄干が低く、雨水も溜まりやすいこと
から、防護柵及び排水工事を行います。
どちらも地域の生活に密着した道路で、危険性が
高いことから、早急に対応し、生活基盤の安定を図
ります。

　町道4003号線　町道4003号線
4120号線改良　4120号線改良　

▲

十
分
な
運
動
環
境
を
整
備

御宿中学校のグラウンド整備費用として、115 万
円を追加しました。
平成 17 年 12 月に校舎が完成し、生徒達は勉学に
励んでいます。しかし、現在、グラウンドについて、
陸上用トラックが 150m であったり、内野のみの野
球練習場となっているなど、十分な広さが確保でき
ていません。
このため、盛土工事により、使用領域の拡充を行
うことで、200m トラック及び外野まで利用が可能
な野球練習場の整備を行います。また、周囲にフェ
ンスを設置し、安全性の確保にも努めます。
今後も子供たちが安心して勉強や運動に取り組め
る安全な環境を段階的に整備し、学習環境の充実を
図ります。
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夷隅郡市広域消防本部が、6月 1日の「住宅用火災警
報器普及促進デー」に御宿駅前で街頭キャンペーンを行
い、乗降客や通行人に火災警報器の設置を呼びかけま
した。
消防法の一部改正により、新築住宅では平成 18 年 6

月 1日から、既存住宅では平成 20 年 6月 1日から住宅
用火災警報器の設置が義務付けられています。
近年では、高齢化がすすみ、1人で生活している高齢
者も多くなったことから、「火災の発生に気がつかなかっ
た」「逃げ遅れた」といった原因で、高齢者が火災事故
に巻き込まれる事例が急増しています。火災の発生を早
期に知り、迅速に避難できるようにするためにも、住宅
用の火災警報器の設置は必要です。自分の生命・財産
を守るためにも住宅用火災警報器を設置しましょう。

の
出
来
事
Town Report

ま
ち

　万一に備えて
住宅用火災警報器普及促進キャンペーンを実施

よい歯のコンクールが 6月 7日にいすみ市大原文化センターで行
われ、御宿町からは、児童・生徒の部で 6名、親と子の部で 1組、
80 歳以上の高齢者の部で 1名が出場しました。
夷隅地区の各市町から代表者が参加するなか、高齢者の部で齊藤

武さんが第 1位を、親と子の部で髙梨さん親子が第 2位を受賞され
ました。
出場した皆さんは、普段からむし歯にならないよう、心がけており、

きれいな歯を保っていました。

いつまでも健康な歯を保ちましょう

▲左から、吉田帆南美さん、佐藤克彦くん（布施小）　岩瀬文隆くん、
　高木悠里さん（御小）　高田歩美さん、田中弘海くん（御中）
　[上段 ]髙梨美奈子さん・光来ちゃん親子

▲高齢者の部で第 1位を受賞され
た齋藤武さん
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http://www.akiba-denki.net/ 

312
68-2157 

PANA
クレール

町
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

　
　
　

社
会
体
験
学
習
に
多
大
な
貢
献

岩
和
田　

吉　

野　
　

明
さ
ん

吉
野
さ
ん
は
、
社
会
体
験
学

習
と
し
て
、
岩
和
田
小
学
校
の

児
童
を
対
象
に
、
自
己
所
有
の

漁
船
に
子
供
た
ち
を
乗
せ
る

船
上
体
験
事
業
を
平
成
14
年
か

ら
平
成
18
年
ま
で
の
間
実
施
し
、

町
教
育
行
政
に
多
大
な
貢
献
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
度
、
岩
和
田
小
学
校
と

御
宿
小
学
校
は
統
合
し
ま
し
た

が
、
こ
の
船
上
体
験
事
業
は
引

き
続
き
御
宿
小
学
校
の
児
童
を

対
象
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
現

在
も
健
全
な
児
童
育
成
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

▲ 5月 24日に井上町長から感謝状と記念品を贈呈しました

チャリティゴルフで
地域の教育に協力

毎年恒例のチャリティゴルフ大会が 6月 7 日
に大原・御宿ゴルフコースで開催されました。
大会当日は晴天に恵まれ、参加した方々は日
頃の練習の成果を存分に発揮していました。
63 名が参加した今年の大会は、34,000 円が
チャリティ金として集められ、大会終了後、町
体育協会から町子ども会連絡協議会へ寄贈され
ました。皆さんからの善意は、子どもたちの健
全な育成のために利用される予定です。

わかしお農業共済組合推薦の
農業委員に吉野さんが就任

わ
か
し
お
農
業
共
済
組
合
推
薦
の
農
業
委
員
に
つ
い
て
、

松
本
和
之
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
６
月
か
ら
新
た
に
吉
野
茂

夫
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

吉
野
さ
ん
は
、
以
前
、
農
業
委
員
会
委
員
を
経
験
さ
れ

た
実
績
も
あ
り
、
今
ま
で
の
豊
富
な
知
識
と
行
動
力
を
活

か
し
、
再
び
、
御
宿
町
の
農
業
振
興
に
貢
献
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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お
ん
じ
ゅ
く
の

お
ん
じ
ゅ
く
の

介
護
介
護【【
4949
】】

平
成
一
九
年
度
介
護
保
険
料
の

納
入
通
知
書
は
、
七
月
中
旬
に
郵

送
し
ま
す
。六
五
歳
以
上
の
方（
第

一
号
被
保
険
者
）
全
員
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
四
〇
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
の
方

（
第
二
号
被
保
険
者
）
の
介
護
保

険
料
は
医
療
保
険
料
（
社
会
保
険

料
や
国
民
健
康
保
険
税
）
に
上
乗

せ
し
て
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。介

護
保
険
は
社
会
全
体
で
支
え

あ
う
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
の
介
護

保
険
料
は
貴
重
な
財
源
の
一
部
と

な
り
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
必

要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
よ
う
、
介
護
保
険
料
の
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

介
護
保
険
料
は
す
べ
て
の
方
が

「
年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
納
付
書
に
よ

る
納
付
（
普
通
徴
収
）」
や
、「
年

金
天
引
き
と
納
付
書
納
付
の
併
用

（
併
用
徴
収
）」
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
ま
で
年
金
天
引
き
で
あ
っ

て
も
、
年
金
支
給
額
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
「
納
付
書
納
付
」

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
所

得
に
変
更
が
あ
っ
た
り
、
住
民
税

の
課
税
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、「
年
金
天
引
き
」
と
「
納

付
書
納
付
」
の
併
用
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
一
九
年
度
中
に
六
五
歳

に
到
達
さ
れ
る
方
は
「
納
付
書
納

付
」
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課

　
　
　
　

介
護
保
険
係

電
話
（
六
八
）
六
七
一
六

内
線
二
一
七

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
　

介
護
保
険
料
の

　
　

介
護
保
険
料
の

納
め
方

納
め
方

※１ 老齢福祉年金…… 明治 44年 4月 1日以前に生まれた方で一定の所得がない又は他の年金を受給できない方に支給される年金です。
※２ 合計所得金額…… 収入金額から必要経費に相当する金額（収入の種類により計算方法が異なります）を控除した金額のことで、扶 

 養控除や医療費控除などの所得控除をする前の金額です。
※３ 課税年金収入額… 国民年金や厚生年金など、課税の対象となる年金の収入金額で、各種控除をする前の金額です。

平
成
一
九
年
度

平
成
一
九
年
度

御
宿
町
介
護
保
険
料
の

御
宿
町
介
護
保
険
料
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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健康健康福祉福祉福祉
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント ～児 童 手 当 制 度 ～
平成 19年 4月より、3歳未満の児童手当が一律 10,000 円になりました

《目　　的》児童を養育している方に手当を支給することによって、子どもとくらし、子どもを養い
守り育てる方の生活を安定させ、生活の質が高まるよう支援することが目的です。また、
若い子育て世帯の経済的負担の軽減を図るために平成 19 年 4 月から 3歳未満の乳幼児
の養育者に対する児童手当の額が第 1子、第 2子について倍増し、月額 10,000 円とな
りました。

《支給対象》12 歳になって最初の 3月末までの間にある児童を養育している方に支給されます。た
だし、所得制限があります。

《支給金額》　　　　　　　　　　　　　（月額）　　　　《支給金額》（毎　年）

ONJUKU 2007. 6

3 歳未満 10,000 円

3 歳以上 第 1子、2子 5,000円
第 3子以降 10,000円

2 月 5 日 （10 月～ 1月分手当）
6月 5日 （ 2 月～ 5月分手当）
10 月 5 日 （ 6 月～ 9月分手当）
※支給日が土・日・祝日にあたる場合は、
その前日になります。

【児童手当を受給するには】
　■認定請求が必要です
　　出生、転入等により新たに受給資格が生じた場合、児童手当を受給するためには、御宿町に申請（認
定請求）しなければなりません。なお、申請者は、児童の保護者のうちの所得の高い方です。公
務員の方は勤務先への申請となります。

【続けて手当を受けるためには】
　■ 6月中に現況届の提出が必要です
　　児童手当を受けている方は、毎年 6月に「現況届」を出さなければなりません。この届は、毎年
6月 1日における状況を記載し、児童手当を引き続き受ける要件があるかどうかを確認するため
のものです。

　■児童手当の額が増えるとき
　　出生などにより支給の対象となる児童が増えたときには、「額改定認定請求書」の提出が必要です。
申請をしないと増額されませんので忘れずに手続きをしてください。

　■児童手当の額が減額されるとき
　　児童手当の支給対象となっている児童の一部が年齢要件に該当しなくなった場合や 3歳に到達し
た場合（第 1子、第 2子）の児童手当は翌月から減額されます。役場からの通知をご確認ください。

　■御宿町から受給者が転出したとき
　　受給者が御宿町から転出すると、御宿町での児童手当の受給資格は異動届に記載した転出日を
もって消滅します。未払い分がある場合、その支給日については、後日送付する児童手当支払通
知書に記載しますので確認してください。振込指定口座を解約した場合などは、保健福祉課まで
連絡してください。

　■その他の届出
　　住所・氏名等の変更や受給者が公務員になったときは手続きが必要です。

【問い合わせ】
　その他、詳しくは保健福祉課福祉事業班（68－ 6716）まで、お問い合わせください。
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く
ら
し

く
ら
し
の

く
ら
し

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報
情
報
情
報
INFORMATION

再
就
職
の
た
め
の

再
就
職
の
た
め
の

職
業
訓
練
生
募
集

職
業
訓
練
生
募
集

離
・
転
職
者
等
に
対
す
る
再
就

職
を
支
援
す
る
た
め
、
専
修
学
校

な
ど
の
民
間
教
育
訓
練
機
関
に
委

託
し
て
行
う
職
業
訓
練
の
訓
練
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対　

象

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し

込
み
を
し
、
受
講
開
始
日
か
ら

遡
っ
て
１
年
以
内
に
公
共
の
職
業

訓
練
を
受
講
し
て
い
な
い
方

《
８
月
開
講
》

◇
コ
ー
ス　

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
科

◇
定　

員　

20
人

◇
訓
練
期
間　

　

８
月
１
日（
水
）〜
10
月
31
日（
水
）

◇
参
加
費　

　

１
３
，
４
２
１
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

◇
締
め
切
り　

７
月
９
日（
月
）

《
10
月
開
講
》

◇
コ
ー
ス

　

パ
ソ
コ
ン
・
簿
記
科
、
パ
ソ
コ

ン
医
療
事
務
・
介
護
事
務
科

◇
定　

員　

各
コ
ー
ス
20
人

◇
訓
練
期
間

　

10
月
１
日（
月
）〜
12
月
27
日（
木
）

◇
参
加
費　

　

８
，
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

　
（
パ
ソ
コ
ン
医
療
事
務
・
介
護

事
務
科
は
２
３
，
５
０
０
円
）

◇
締
め
切
り　

９
月
４
日（
火
）

▼
募
集
案
内
書
配
布
場
所

　

県
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
各
高
等

技
術
専
門
校
ほ
か

※
就
農
人
材
育
成
コ
ー
ス（
９
月

開
講
、
訓
練
期
間
６
カ
月
）
も

募
集
中
で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/

syozoku/f_rousei/skja/

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

県
雇
用
労
働
課　
　

℡
０
４
３（
２
２
３
）
２
７
４
５

お
知
ら
せ

県
立
野
田
看
護

県
立
野
田
看
護

専
門
学
校
説
明
会

専
門
学
校
説
明
会

こ
ど
も
エ
コ
キ
ャ
ン
プ

こ
ど
も
エ
コ
キ
ャ
ン
プ
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自
然
観
察
、
ゲ
ー
ム
、 

ご
飯
づ

く
り
な
ど
の
体
験
活
動
を
通
し
て
、

環
境
や
生
活
習
慣
に
つ
い
て
大
学

生
な
ど
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん

た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
す
。

▼
対　

象　

　

県
内
に
在
住
の
小
学
４
〜
６
年
生

▼
日　

時

　

８
月
５
日（
日
）９
時
〜
７
日（
火
）

　

16
時　

２
泊
３
日

　

入
学
を
希
望
す
る
方
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
と
す
る
学
校
説
明
会

で
す
。

▼
日　

時

　
８
月
３
日（
金
）10
時
〜
12
時
30
分

▼
内　

容

　

教
育
方
針
、
教
育
課
程
、
学
生

生
活
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
と

施
設
見
学
ほ
か

▼
申
込
方
法　

電
話

▼
申
込
期
間　

　

７
月
17
日（
火
）
〜
31
日（
火
）

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

野
田
市
中
根
３
１
６
ー
１

千
葉
県
立
野
田
看
護
専
門
学
校

℡
０
４（
７
１
２
１
）
０
２
２
２

▼
会　

場

　

千
葉
県
立
海
上
キ
ャ
ン
プ
場

▼
内　

容

　

自
然
観
察
や
環
境
学
習
を
取
り

入
れ
た
キ
ャ
ン
プ

▼
定　

員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

▼
参
加
費　

４
，
０
０
０
円

　
（
食
費
・
保
険
料
ほ
か
）

▼
申
込
方
法

　

は
が
き
に
住
所
、氏
名
、連
絡
先
、

学
校
名
、
学
年
、
性
別
を
書
い

て
郵
送（
メ
ー
ル
で
申
込
可
）

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

千
葉
市
稲
毛
区
天
台
６
ー

５
ー

２

　

千
葉
県
青
少
年
女
性
協
会

℡
０
４
３
（
２
８
７
）
１
７
１
１

mcpyw
a-01@

poem
.ocn.ne.jp
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春
風
に
白
寿
の
一
歩
賜
は
り
ぬ

春
風
に
白
寿
の
一
歩
賜
は
り
ぬ  

大
谷　
　

仲

大
谷　
　

仲

五
月
来
ぬ
完
成
ち
か
き
寺
普
請

五
月
来
ぬ
完
成
ち
か
き
寺
普
請  

鶴
岡　

徳
治

鶴
岡　

徳
治

矢
車
の
廻
ら
ん
と
し
て
た
め
ら
へ
り

矢
車
の
廻
ら
ん
と
し
て
た
め
ら
へ
り  

岡
田
ま
さ
し

岡
田
ま
さ
し

新
緑
の
六
甲
を
背
に
風
見
鷄

新
緑
の
六
甲
を
背
に
風
見
鷄  

岡
本　

俊
康

岡
本　

俊
康

新
緑
の
か
け
ら
と
な
つ
て
子
ら
駈
け
る

新
緑
の
か
け
ら
と
な
つ
て
子
ら
駈
け
る  

小
野　

玲
子

小
野　

玲
子

短
夜
や
は
ゝ
の
仏
事
を
と
と
の
へ
て

短
夜
や
は
ゝ
の
仏
事
を
と
と
の
へ
て  

大
曽
根
利
枝

大
曽
根
利
枝

緋
牡
丹
に
引
き
止
め
ら
れ
て
風
の
中

緋
牡
丹
に
引
き
止
め
ら
れ
て
風
の
中  

押
元　

益
枝

押
元　

益
枝

旅
人
の
駱
駝
像
問
ふ
初
夏
の
駅

旅
人
の
駱
駝
像
問
ふ
初
夏
の
駅  

嵯
峨　

通
恵

嵯
峨　

通
恵

風
薫
る
足
ど
り
軽
く
吟
行
に

風
薫
る
足
ど
り
軽
く
吟
行
に  

岡
山　
　

守

岡
山　
　

守

俳句愛好会俳句愛好会【御宿俳壇】【御宿俳壇】
兼題（新緑）兼題（新緑）※兼題とは、俳句の題のこと※兼題とは、俳句の題のこと

新
緑
や
う
な
じ
眩
し
き
子
と
な
り
ぬ

新
緑
や
う
な
じ
眩
し
き
子
と
な
り
ぬ  

桜
谷　

敬
蔵

桜
谷　

敬
蔵

ぜ
ん
ま
い
や
白
い
産
毛
に
つ
ゝ
ま
れ
て

ぜ
ん
ま
い
や
白
い
産
毛
に
つ
ゝ
ま
れ
て  

福
薗
千
鶴
子

福
薗
千
鶴
子

常
夏
の
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
甲
羅
干
す

常
夏
の
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
甲
羅
干
す  

菊
池　

武
夫

菊
池　

武
夫

新
緑
の
山
な
み
光
り
み
ち
て
来
る

新
緑
の
山
な
み
光
り
み
ち
て
来
る  

秋
葉
喜
美
江

秋
葉
喜
美
江

重
力
を
も
の
と
も
せ
ず
に
初
つ
ば
め

重
力
を
も
の
と
も
せ
ず
に
初
つ
ば
め  

古
川　

範
男

古
川　

範
男

五
月
晴
安
房
の
山
々
一
と
色
に

五
月
晴
安
房
の
山
々
一
と
色
に  

姫
野　

千
晴

姫
野　

千
晴

一
湾
へ
浜
昼
顔
の
揃
ひ
咲
き

一
湾
へ
浜
昼
顔
の
揃
ひ
咲
き  

石
田
ゆ
き
緒

石
田
ゆ
き
緒

第
１
句
目
、
も
う
一
歩
と
い
う
白
寿
に
作
者
の
よ
ろ
こ
び

と
は
。
第
２
句
目
、
明
る
い
五
月
、
完
成
を
願
う
作
者
の

心
情
、
第
３
句
目
、
深
い
詩
心
の
動
き
。（
石
田
）

編 集 記後
　６月は入梅もあり、ジメジメとした暑さに、体力
が奪われていきます。また、今年は雨が少なく、日
差しが強い日が多いので、水分補給や紫外線対策を
心がけてください。食べ物もいたみやすい時期なの
で、食中毒やO-157 にも注意が必要です。
　また、これからは各地でイベントも多くなり、取
材に伺う機会が増えると思います。たくさんの方々
の様々な表情を撮影したいと思いますので、よろし
くお願いします。（椎名）

人の動き
8,167人（＋4）男 3,877人  女  4,290人
世帯数 3,409  （平成19年5月31日）

御宿分署の出動状況
火災件数 ０　救急件数 32
平成19年5月中

交通事故発生状況
発生件数 16　死者数 0　負傷者数 20
（平成19年1月1日～6月1日現在）

町民バス利用状況
乗車人数 204（924）
平成19年5月中（　）内は１月からの累計

ダムの貯水状況
貯水率 98.2%　有効貯水量 569,000㎥　
 （平成19年5月20日現在）

慶弔（5月届）
出生 1　死亡 6
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9:30 中央海水浴場
　・修祓式
　・海難救助デモ
10:30　中央海水浴場
　・ビーチフィットネス
　・オーシャンスイムスクール
　・モーターパラグライダーデモ
13:00　岩和田海水浴場
　・宝探し

梅雨が明けるといよいよ夏がやってきます。今年もたくさんの観光客が訪れ
ることを願い、7月 7日に海開き、7月 14 日にプール開きが行われ、御宿の
夏がはじまります。
海開き当日は、ビーチフィットネスや宝探しなどのイベント、プール開き当
日は無料開放を行う予定ですので、皆さんも是非足を運んでください。

７月７日（土）
海　開　き

７
月
14
日（
土
）

プ
ー
ル
開
き無料開放

10:30～ 14:30


